
日本セラミックス協会の第２１回秋季シンポ

ジウムが２００８年９月１７日から１９日の３日間

に渡り，北九州市小倉の北九州国際会議場およ

び西日本総合展示場で開催された。台風１４号

が接近し天候が危ぶまれたが，開催初日が雨天

となった以外は穏やかな日和であった。会場近

くには小倉城や門司港があり，会場からは対岸

にある高炉の煙突（図１）を目にすることがで

きた。かつてから陸海の交通の要衝となり，工

業地帯の一角を担っている小倉の歴史・文化を

実感する会場であった。

今回のシンポジウムでは，各オーガナイザー

により２０の特定セッションが設けられ，盛ん

な議論が行われていた。今年の特定セッション

および一般セッションは以下のような構成であ

った。

特定セッション

１．安全・安心のためのセラミックスセンサ材

料の高度化

２．「安全・安心」に貢献するエンジニアリン

グセラミックスの新展開

３．エネルギー・環境応用に求められる革新的

セラミックアセンブリ技術

４．環境問題に対応するセラミックスの科学と

技術の新展開

５．原子レベル構造評価とそのダイナミクス

６．高度エネルギー変換材料の新展開

７．新時代材料化学テクトニクスの開拓―革新

的機能創出を目指して―
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図１ 小倉駅前からの景色（写真右の建物が西日本総
合展示場）
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８．水溶液プロセス科学の新展開―高機能性材

料の合成と低環境負荷への取り組み―

９．スマートプロセスによるセラミックス材料

開発の新展開―ビーム加工，焼成技術，自由造

形，パターニング，組織化，構造制御の新潮流

―

１０．生命現象に働きかけるセラミックス基材料

の開発と評価

１１．セラミックス及び関連材料構造・機能設計

のための粉体プロセシング

１２．セラミックスのケミカルデザインによる微

細形態制御へのアプローチ ―ナノメーター

レベルからマイクロメーターまで─

１３．セラミックス分散系の流動特性と塗布・成

型技術

１４．耐火物イノベーション

１５．ナノからミリへのボトムアップによるナノ

クリスタルセラミックスの創製 ―スーパー

セラミックスを目指して―

１６．ナノフォトセラミックス ―光とナノス

ケールの反応場が織りなす新しい機能―

１７．ハイブリッドマテリアル ─ハイブリッ

ド・プロセッシング，ハイブリッドマテリア

ルからハイブリッドデバイスまで─

１８．「光触媒合同セッション」光触媒材料の科

学と技術 ─基礎研究から実用化まで─

１９．メタマテリアル ―異分野融合型の新物質

創成を目指して―

２０．誘電体材料の新展開 ─新規デバイス開発

のためのキーマテリアル・プロセス技術と元

素戦略─

一般セッション（ポスター発表のみ）

A．エンジニアリングセラミックス，B．エ

レクトロセラミックス，C．ガラス・フォト

ニクス材料，D．生体関連材料，E．セメン

ト，F．陶磁器，G．環境・エネルギー・資

源関連材料，H．プロセス，I．解析，J．教

育

全参加者数は１１７１人で，口頭発表５８５件，

ポスター発表２２７件が行われた。筆者は上記セ

ッションのうちのいくつかを見て回ったが，ほ

とんどの会場に多くの聴衆がおり，活発なプレ

ゼンテーションが行われていた（図２）。第２

日目には，京セラ株式会社名誉会長の稲盛和夫

氏による特別講演「ファインセラミック部品の

開発に賭ける―次代を担う若き技術者に向けて

―」が行われ，稲盛氏の開発者としての経験や

考え方，若手研究者へのメッセージを拝聴する

機会を得た（図３）。また，第１日目の夜に学

生・若手研究者の交流の場としてヤングミキ

サーが開催されるなど，若手研究者・技術者を

激励・鼓舞するプログラムであったように思わ

れる。

ガラス関連と呼べるセッションは一般セッシ

ョンの「ガラス・フォトニクス材料」のみであ

図２ ポスター会場の様子

図３ 稲盛和夫氏による特別講演の様子
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ったが，ガラスに関する発表を様々な特定セッ

ションで聴講することができた。特に「ナノフ

ォトセラミックス」，「スマートプロセス」，「環

境問題に対応するセラミックス」において，「ガ

ラス」という言葉を含む題目が多く見られた。

発光，微細加工，エネルギーといったここ数年

間注目されているキーワードと合致していたも

のと思われる。

以下に，著者が聴講した講演の一部を紹介さ

せていただく。

・「プロトン伝導性コア‐シェル粒子から調製

した電解質膜の連続界面伝導性とコア粒子径

の影響」

豊橋技術科学大学の坂本らは，プロトン伝導

体（ポリアクリルアミドプロパンスルホン酸：

PAMPS）をシェル層とするコア―シェル型微

粒子から電解質膜を作製し，コア粒子サイズと

プロトン伝導特性の関係を調査した。コア部分

にフェニルシルセスキオキサン（PhSiO３／２）を

用いることにより，熱的耐久性や機械的強度の

向上だけでなく，ヘテロ界面効果によるイオン

導電率の上昇も期待される。フェニルテトラエ

トキシシランを用いて PhSiO３／２粒子を調製

し，その表面に交互積層法を用いて PAMPS

を積層することでコア―シェル型微粒子を作製

する。コア部分の粒子径は作製条件により数十

nm～数μmまで変化する。これによりプロト

ン伝導体の体積分率の制御を行う。これらのコ

ア―シェル型微粒子を融着・成形することで

シート化し，電解質膜を調製する。コア粒子径

が小さくなるほど電解質膜のプロトン伝導率は

高くなるが，０．８μm以下になると伝導率の上

昇が飽和する傾向を示す。プロトン伝導層とコ

ア粒子径の制御により伝導経路を最適化するこ

とで，少量の電解質でも高いプロトン伝導性を

有する材料が作製可能であることを示してい

た。

・「ガラス内部への高繰り返しフェムト秒レー

ザー照射時の温度分布解析」

京都大学の清水らは，ガラス基板の離れた二

点に同時にフェムト秒レーザーを照射すること

により，レーザー光による熱がレーザー焦点近

傍のガラスにどのような影響を及ぼすのかを詳

細に調査した。現在研究が進められているフェ

ムト秒レーザーを用いたガラス内部の微細加工

において，加工技術を向上させるためには，ガ

ラスの構造変化を誘起する高繰り返しレーザー

光焦点近傍における熱蓄積メカニズムの解明が

求められる。清水らは，レーザー光の二点同時

照射および高温下にあるガラスへのレーザー照

射という二つのアプローチでレーザー照射点周

囲の温度上昇を検討した。その結果，フェムト

秒レーザーが誘起するガラスの構造変化の境界

がガラス転移温度領域にあること，１パルスあ

たりの中心の温度上昇は数千K以上であるこ

とを見出した。このような解析手法の確立は

レーザー加工技術の発展に不可欠であるだけで

なく，ガラスの基礎的物性を明らかにするため

にも重要なものであると思われる。

・「ナノインプリントガラス基板への透明導電

性ナノパターン薄膜の作製と評価」

東京工業大学の秋田らは，表面に微細な凹凸

を有するナノインプリントガラス基板上に

ITO薄膜を形成し，微細凹凸が膜の結晶成長

に及ぼす影響を調査した。ナノインプリントに

より表面に高さ数 nmの凹凸を形成したガラス

基板に対して，PLD法により ITO薄膜を堆積

すると，基板のナノステップに沿った異方的な

ITO結晶を作製することができる。結晶基板

のように明確な格子間隔を示さないガラス基板

表面においても，基板表面の極微細な形状制御

により，結晶方位を制御した結晶薄膜を形成可

能であることを示していた。

・「制御された多孔構造をもつ金属酸化物での

光の局在化」

京都大学の藤田は，液相から秩序構造を自己
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組織化的に形成させたランダム媒質の作製とそ

の光機能について講演した。ランダム媒質形成

はゾルゲル反応過程での相分離を利用すること

で行っており，酸化物の構造をサブミクロン

オーダーで制御することで，可視域から近赤外

域の光に対して強い散乱能を有する材料を開発

することができる。講演では，ランダム媒質の

光の振る舞い（伝播，閉じ込め）に関する理論

的検討や実際に作製したTiO２多孔体などの

レーザー発振現象を示していた。また，通常ラ

ンダム媒質によるレーザー発振を誘起するため

には２つの媒質間に大きな屈折率差が求められ

るが，低屈折率である SiO２多孔体においても

レーザー発振現象が発現することを示した。ラ

ンダム媒質中における光の振る舞いの理論的な

検証と精密な材料設計に基づく実験が進められ

ており，今後，光の局在化のような物理現象の

解明や光機能性素子への応用がさらに進展する

ものと期待される。

次回の第２２回日本セラミックス協会秋季シ

ンポジウムは，２００９年９月１６日～１８日の３日

間，愛媛大学において開催される。今回同様，

各オーガナイザーによる特定セッションが設け

られる予定である。より多彩な分野でのガラス

材料の活躍が聴講できるものと期待される。
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